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かでも特に際立った存在である。すなわちペルーでは，2018年 3月にクチンスキー（Pedro Pablo 
Kuczynski）大統領が汚職疑惑で任期を 3年超残して辞任して以来，ビスカラ（Martín Vizcarra），
メリーノ（Manuel Merino），シルバ＝サンティステバン（Rocío Silva-Santisteban），そしてサガスティ
（Francisco Sagasti）と，2020年 11月までに選挙を経ないかたちで 4人の大統領―就任に至らなかっ
た者を含む―が登場する異常事態が生じているのである。コロナ禍のなか，ペルーで何が起きたの
か。 




















ていたのである  3） 。 
 　就任当初のビスカラ政権の不安定さは，支持率の推移から窺うことができる（グラフ 1「ビスカ




と，司法による大掛かりな汚職捜査「ラバ・ジャト」作戦  4） が大きな注目を浴びていた。ビスカラは，













ナショナル（Transparency International）による 2020年版腐敗認識指数（CPI）では，ペルーは 180か国中 94位だっ
た（https://www.transparency.org/en/cpi/2020/index/per）。
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 　ビスカラ政権における「汚職との闘い」は，「司法戦争」（guerra jurídica, guerra judicial，ある









傾向［Esther 2019: 82］のなかではかき消されてしまうのである。 
 　ビスカラ政権における汚職対策を名目とした「司法戦争」の「戦果」は多大である。まず，最大
グラフ 1：ビスカラ大統領支持率の推移（2018年 4月～ 2020年 10月）
凡例：実線が支持率，点線が不支持率を指す。




の政敵であったケイコ・フジモリ人民勢力党党首  6） やアラン・ガルシア（Alan García）元大統領（ア
プラ党）を退けた。また，汚職対策を目的とした政治・司法改革のために国民投票を招集し，圧倒
的な支持を得て憲法を改正した。そして，世論の強い後押しのもと国会を解散して臨時国会議員選
挙を招集し，立法府との政争に終止符を打った  7） 。 
 2．コロナ禍のなかで再燃する政治危機 
 2 ― 1．2020 年コロナ禍前夜の政治状況 






しまった。また，新国会には立候補した 21政党中 9政党が議席を獲得し，前回 2016年選挙時（6
政党）からさらに断片化が進行した。新たに当選した政党のなかには，宗教政党や急進的な主張を
掲げる勢力もいる。加えて，新国会の議員は，解散前の国会が全うできなかった任期（2016年 7
月～ 2021年 7月）の残り 1年強を補完する役割しかない。このような国会から，長期的な展望に
基づく政権との協力関係を期待することは最初から困難だったのである。 
 2 ― 2．コロナ禍が浮き彫りにしたペルーの現実 
 　ペルーで最初の新型コロナウイルス（COVID ― 19）感染者が確認されたのは 2020年 3月 6日の























域内最高のウルグアイ（1590ドル）の 4分の 1程度である（グラフ 2：ラテンアメリカ諸国におけ
る一人当たりの公的医療支出額）。 
 　何よりも，従来構造的に抱えている問題が複雑で深刻であった。ペルーは，国のなかに複数の国






とができず，また800万人が下水道にアクセスできていない  12） 。地域間格差も大きい。浄水普及率は，




12）　“La columna vertebral de la reactivación,”  Caretas , no. 2635, 30 de abril de 2020, pp. 56 ― 57.
画像 1：国家非常事態宣言及び全土ロックダウン措置直後のリマ市内の様子
出典：Caretas誌第 2633号，12～ 15ページ，2020年 3月 19日。
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14）　““Se van a morir a sus casas porque no tenemos camas”: la desesperada situación que se vive en la región peruana 







みで何らアクションを起こしていないことを強く批判した  15） 。 
 　パンデミックの初期の局面こそ迅速な感染拡大防止策と経済補償策を打ち出し，まれに見る高支
持率を誇ってきたビスカラ政権であったが，時間が経つにつれ綻びが出始め，感染者，関連死者数
ともに増加を続けた。2020年の 8月から 11月頃にかけて，ペルーは一時的に世界で最も 100万人
あたりの新型コロナウイルス関連死亡者が多い国となった（グラフ 3：100万人あたりの累計新型
コロナウイルス関連死者数の推移）。 
15）　Alberto Chirif, “¿Conocen en el Ministerio de Cultura qué significan las palabras emergencia y urgencia?,” 
SERVINDI, 22 de abril de 2020, https://www.servindi.org/actualidad-opinion/22/04/2020/conocen-en-el-ministerio-
de-cultura-que-significan-las-palabras?fbclid=IwAR2o5JQnNy94uyL0b3CoXcw8EiifDN_VEKvUC_RqzNS22noPgox75M-
EtGw, 22 de abril de 2020.
グラフ 3：100万人あたりの累計新型コロナウイルス関連死者数の推移（ペルー及び南北アメリカ，欧州諸国。
2020年 3月 16日～ 2021年 2月 21日）
2020年 8月に急激な伸びを示しているのがペルー。なお，この急激な伸びは，これまで複数の機関が別個に死亡者カ
ウントを行っていたものをこのタイミングで合算した結果生じたものと推測される。
出典：Our World in Data（https://ourworldindata.org/coronavirus）
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 2 ― 4．局面の転換：国会によるカテリアノ新内閣信任拒否 
 　ペルーにおいて最も重要な国家記念日は，7月 28日の独立記念日である。大統領及び国会議員
はこの日に合わせて就任・交替する。また，大統領はこの日に国会に出向いて教書演説を行い，在
任中はその前後に首相（Presidente de Consejo de Ministros）の交替や内閣改造など，重要人事を
発表するのが恒例である。2020年 7月 15日，ビスカラは任期残り 1年となる段階で，セバーヨス
（Vicente Zeballos）首相に代わり，ウマラ政権（2011～ 2016年）で首相を務めたカテリアノ（Pedro 
Cateriano）を新首相に任命，また感染症対策の責任者である保健大臣を含めほとんどの閣僚を交
替させた  16） 。 
 　規定上，首相は大統領から指名され，19人の大臣から成る内閣（Gabinete）を組織する。首相
は大臣とともに国会に出向いて施政方針演説を行ったうえで信任を得なければ正式に内閣を発足さ




37，反対 54，棄権 34で，賛成票が全 130議席中過半数に達しなかったことから，新内閣が否決さ






が新首相に任命された可能性が示唆されている（“Rojo de lejos,” Caretas , no. 2638, 16 de julio de 2020, pp. 8 ― 13.）。
17）　国会が新内閣の発足を拒否した例は，半世紀前のベラウンデ（Fernando Belaunde Terry）政権（人民行動党）
以来とされる。なお，第一期ベラウンデ政権（1963～ 1968年）時，野党アプラ党は寡頭支配層の政党であるウノ
（Unión Nacional Odrista）党と同盟して政府と敵対し，5年間で 178人という記録的な数の大臣を交替させた［Cotler 





 3 ― 1．経済指標の悪化と強まる国会の攻勢 
 　ペルーでは，経済活動のおよそ 7割が何らの社会保障のカバーを受けずに行われるインフォーマ




（INEI）によれば，2020年第 2四半期の GDP成長率はマイナス 30.2％，輸出がマイナス 40.3％，
輸入がマイナス 31.3％，家計消費はマイナス 22.1％，政府の公共投資マイナス 69.8％，民間投資マ
イナス 53.2％など，ほとんどの指標がマイナスを記録した［INEI 2020］。 
















































 3 ― 3．ビスカラの罷免 




大させる。」と端的に指摘している［リンス，バレンズエラ 2003: 39 ― 40］。2020年，コロナ禍のな
かで再燃したペルーの政治危機は，どちらかが倒れるまで終わらない，まさにゼロサム・ゲームの
局面に突入していた。ビスカラは既に政治的武器を失って丸腰の状態であり，かつ大統領職を継承
する副大統領は 2020年 5月以来空席であった  19） 。憲法では，大統領職継承順位は，第一副大統領，







と規定されている。ちょうど 20年前の 2000年 11月，フジモリ（Alberto Fujimori）が罷免され二
人の副大統領が大統領職継承を辞したことから，パニアグア（Valentín Paniagua）国会議長（人民
行動党）が暫定大統領に就任した例がある。国会，特にメリーノ国会議長（パニアグアと同じ人民







20）　既に 2020年 8月にはメリーノのこうした野心が指摘されていた（“Carmen González: Manuel Merino quiere ser 









であった  21） 。しかし，政治ゲームに熱中する国会諸勢力はこうした国民の国会への強い反感に耳を
傾けようとしなかった。 
 　いかにも拙速で結局未遂に終わった 9月のビスカラ罷免騒動に比べ，今回の国会はより周到で








































動者」とは誰かについて何ら具体的に明示しなかった  22） 。皮肉にも，この発言が抗議活動を逆に「扇
動」することになった。フローレス＝アラオスは，第二期ガルシア政権（2006～ 2011年）で国防
大臣を務めたが，同政権下の 2008～ 2009年，東部アマソナス州バグア（Bagua）で先住民の抗議





22）　“Las peligrosas declaraciones de Flores-Aráoz que minimizan la protesta ciudadana,”  La República (online), 12 de 









































棄と新憲法制定のための制憲議会招集案は，自らが率いる臨時移行政府（el gobierno de transición 














Díaz），兄のセサル・ビスカラ（César Vizcarra）とともに 2020年 10月初旬，当時未承認のシノファー















となるであろう。」などと発言していた  27） だけに，事件の衝撃は大きかった。マセッティは「（感染
拡大第二波のなかで・引用者）不安と恐怖に勝てなかった。」と釈明した  28） 。大統領や閣僚らが，い
26）　ペルーはビスカラ政権のもと，ラテンアメリカ諸国で唯一，中国製ワクチンの輸入を決めた国である（本稿執筆
時点）。“COVID ― 19: ¿por qué el Perú es el único país en Latinoamérica que ha adquirido la vacuna de Sinopharm?,”  El 
Comercio (online), 13 de enero de 2021, https://elcomercio.pe/lima/sucesos/covid-19-por-que-peru-es-el-unico-pais-
de-latinoamerica-que-ha-adquirido-las-vacunas-de-la-china-sinopharm-noticia/?fbclid=IwAR2n2Ka5jv2-0-vtFZLmh0aTPj
0q3vAD4iBxe16rUvS3fAZFlHbybJGQeAE
27）　“Pilar Mazzetti será la última en ser vacunada entre el personal de salud,”  Gestión (online), 10 de febrero de 2021, 
https://gestion.pe/peru/politica/pilar-mazzetti-la-ultima-en-vacunarse-el-capitan-es-el-ultimo-que-abandona-el-barco-
nndc-noticia/












統治不能を指摘した［Cotler 2005: 48 ― 49］。独立 200周年の曲がり角に来て「ワクチンゲート」に
揺れるペルーの政治状況を見るに，コトレルにならい，同国の政治危機は一過性のもので終わらず
に恒常化するであろうと「診断」せざるを得ない。 
 （2021年 2月 24日脱稿） 
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 El colapso del gobierno de Martín Vizcarra en el Perú: 
 una aproximación a la crisis política continuada en el medio de la pandemia 
 Tomofumi NAKAZAWA 
 要　　旨 
 　2020年に文字通り世界を覆った新型コロナウイルス（COVID ― 19）感染拡大の波は，保健，
医療の問題にとどまらず人間社会のあらゆる側面に甚大な影響を長期にわたって及ぼすであ
ろうことが明らかになってきている。本稿は，2020年におけるコロナ禍の経験について，発
展途上地域であるラテンアメリカのペルーに焦点を当て，コロナ禍の影響をまじえながら同
国で生じた政治危機について記述することを目的とする。2016年以降不安定な政治状況が続
くペルーは，コロナ禍に際し，自由民主主義体制をとる国のなかでも迅速かつ厳しい感染拡
大防止措置をとった。にも拘わらず一時的に 100万人当たりのコロナ関連死者数が世界で最
も多い国となった。また，2018年以降現在までに選挙を経ないかたちで 4人の大統領が登場
する異常事態が生じている。こうしたペルーの経験を記述することで，パンデミックと政治
というより一般的なテーマに示唆を与えると期待される。 
 
